
社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備） 平成 24年 ２月 10日

12 安全と安心を実感できるまちづくり
 平成22年度～平成25年度（4年間） 清水町

事業路線の死傷事故件数の10％削減
町内死傷事故件数における事業路線事故割合の5％削減

(H25年）
事業路線の死傷事故件数 101 件 － 90 件

町内事故に占める事故発生割合を算出する
（町内事故割合）＝（事業路線の死傷事故件数）／（全体の事故件数） 24 ％ － 20 ％

百万円 百万円 百万円 百万円

Ａ　道路事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業 道路 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 種別 (基本) H21 H22 H23 H24 H25
1-A1 道路 一般 清水町 直接 市町村道 改築 0.55 （一）3号線第７工区 道路拡幅L=0.2㎞ 清水町 724
1-A2 道路 一般 清水町 直接 市町村道 修繕 0.55 （一）1号線 舗装補修L=0.5㎞ 清水町 40
1-A3 道路 一般 清水町 直接 市町村道 交通 0.55 （他）370号線 歩道整備L=0.4㎞ 清水町 40
1-A4 道路 一般 清水町 直接 市町村道 交通 0.55 （他）351号線 歩道整備L=0.4㎞ 清水町 40
1-A5
1-A6
1-A7
1-A8
1-A9
1-A10

合計 844

Ｂ　関連社会資本整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業 率 備考

種別 種別 団体 間接 主体 (基本) H21 H22 H23 H24 H25
1-B1
1-B2
1-B3

合計 0

番号 備考

1-B1
1-B2

1-B3

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 率 備考
種別 種別 団体 間接 主体 (基本) H21 H22 H23 H24 H25

1-C1 計画・調査 一般 清水町 直接 0.55 交通実態調査 清水町 4
1-C2 計画策定 一般 清水町 直接 0.55 橋梁長寿命化修繕計画 1,2級町道にかかる13橋 清水町 3.8
1-C3

合計 8

番号 備考
1-C1
1-C2
1-C3

計画策定

省略

工種

調査

一体的に実施することにより期待される効果

（延長・面積等）

橋梁長寿命化修繕計画を策定し、計画的に橋梁の修繕工事等を行うことにより、道路橋等の安全性及び信頼性を確保する。
当計画の効果の把握及び今後の交通安全計画を策定することを目的として、事業路線及び町内幹線道路の事故分析、交通量等の実態調査を行う。

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

1号線外19路線の交通実態調査

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度）市町村名

事業実施期間（年度）
（延長・面積等）

要素事業名 事業内容 市町村名

省略
工種

全体事業費
（百万円）

省略
工種

備考
最終目標値中間目標値当初現況値

アウトカム指標の現況値及び目標値

計画の名称
計画の期間
計画の目標

計画の成果目標（アウトカム指標）

道路の交通安全施設の整備を推進するとともに、既存の道路施設の機能の向上を行い、交通事故の削減を図る。

アウトカム指標の定義及び算定式

交付団体

852 844 0合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

Ａ全体事業費 Ｂ

(H21年）

要素事業名 事業内容 市町村名

（延長・面積等）
要素事業名 事業内容

交付対象事業

Ｃ
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

0.9%
効果促進事業費の割合8

全体事業費
（百万円）

（様式第７）



社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）　参考図面
計画の名称
計画の期間

は交通実態調査実施箇所（1-C1)

は橋梁長寿命化修繕計画実施箇所（1-C2)

　　　平成22年度～平成25年度
　12　安全と安心を実感できるまちづくり

交付団体 　　　清水町

（様式第８）

【凡例】

1-A2
舗装補修

１-A1
歩道整備

１-A4
歩道整備

１-A3
歩道整備

地 方 道 路 整 備 事 業

関連社会資本整備事業

効 果 促 進 事 業

●

◇

△


